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1）始めに 

 夢州・ゆめしまは、昭和 60 年から埋め立てられている人工島です。大阪市の西端に当たる大阪湾上の島

です。現在埋め立ての進む島からは大阪市街地の発展状況とともに、大阪湾の持つ自然の魅力が静かに伝

わってきます。また，大阪市中心部への近接性は都市生活の利便性を意味しています。従来の大阪市街地

が持ちえていない魅力を，新しい都市機能として計画的に実現できる場所と言えます。 

 本計画は，水深 15m の最重要なコンテナ基地を中心とする流通機能と共に、ウォーターフロントとして

の夢洲が持つ潜在的可能性を引き出し、人が住み、働き、遊び、楽しむ街の構成を提言するものです。 

 現在社会環境は，急激に変化しています。環境共生・循環型社会の構築，高度技術社会の到来，少子高

齢化の克服，より開かれた国際化社会の形成が求められています。ヒューマンメディアという視点のもと

に、「人の循環」・「情報の循環」・「デザインの循環」を主軸にした高度環境共生社会を形成し、「自然の循

環」・「エネルギーの循環」・「物の循環」を果たさなければなりません。そのためには、固定的に都市を捉

えずに“都市編集＝都市を時代に応じて編集する”考え方が必要です。現在日本においては都市の将来に

わたる時間概念が乏しいと考えられます。地球環境問題のように、未来に対する悲観的な要素が大きな比

重を持っている現在こそ、未来に対する責任を探らねばなりません。基本的な都市構造を 200 年を射程に

明確に構成する意思が必要であると考えます。 

 こうした時代にあって，新たに生まれる都市は，以下の 8 つの理念をインフラストラクチャーとして受

け止める必要があります。①市民の理念，②文化の理念，③福祉の理念，④地域環境の理念，⑤地球環境

の理念，⑥危機管理の理念，⑦情報管理の理念，⑧財政の理念です。本計画においては，これらの理念が

反映される基本的都市構成を提案とします。 

2）“URBAN SEA RESORT TOWN”基本方針 

 夢州・ゆめしまは，世界でも例のない大都市中心部より近距離にある海洋都市となります。ウォーター

フロントの持つ魅力を最大限に引出し，海洋自然を実感満喫できる町の形成です。つまり“アーバン・シ

－・リゾート・タウン”を都市構造として体現する必要があります。例えて言えば，大阪夢州に先端技術

社会としてのシリコンバレーを，また、商・住・遊を兼ね備えたロサンジェルスのサンタモニカ，マリナ

デルレイを生み出すことです。生活をエンジョイし同時にノーネクタイでも先端的仕事ができる街の骨格

を創ることです。生活と労働の喜びが実感できる，訪問者にとっても楽しい夢州・ゆめしまのまちづくり

を提案します。 

① 夢州の持っている良好な街を生み出す可能性を最大限引き出す。東西南北それぞれの地域・方向が持

っている良好な文脈を探る。また中心部においては中心核の形成と外延部との自然な連続性を探り、

島全域の文脈を生み出す。 

② 住・商・業務地区を一体として，南・北・西で海辺と接する回遊性の高い、多機能アメニテイ性の高

い都市形成を図る。――URBAN SEA RESORT TOWN 

③ コンテナ埠頭を中心とする流通業務地区と、住宅地を中心とする商業業務地区を完全に動線分離する。 

④ 中心性を有する第１の都市核である夢州駅は位置的に東に偏心している。都市重心位置に商業施設に

囲まれた湖として第 2 の都市核を生み出しバランスをとる。 

⑤ GREEN BARRIER と名付けた幅５０ｍの干渉緑地帯を 3 箇所設ける。１；居住地区と流通業務地区と

の分離を行う。２；埋め立て手法の違いに伴う地盤界が存在することによる都市構成のずれを補正す

る。いずれも、防風林，防音林，あるいはヒートアイランド防止，自然緑地再現といった役割を担う。 

3）前提条件 

① 大阪市西端大阪湾に位置する。 

② 現在造成中である。舞州（スポーツアイランド），咲島（南港），新島と結ばれる。舞州（スポーツア

イランド）と結ぶ橋は完成している。咲州（南港）と結ぶ鉄道と自動車用トンネルは着工している。

テクノポート線のルートと駅の位置は決定している。3 つの島を結ぶルートの島内街路位置も決定し

ている。東に，水深 15ｍの大阪港最深コンテナ埠頭が生み出される。トラックによる交通の量と質

が住宅レベルと対極にある。島は，造成手法により東西で施設配置内容が異なる。また西端には人工

海浜エコポートが設置される。 

③ “夢州”が場所として持っている潜在的能力。 

A） 眺望：360 度の眺望が得られる。大阪市内で唯一地球が丸いと感じられる島である。東に大阪湾

岸部越しに大阪市中心部を見る。北に舞州越しに六甲山，阪神間住宅地を見る。西方向は大阪湾

に開かれ明石架橋，淡路島を見る。南は新島越しに大阪湾南部を見ることとなる。 
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A） 1 しに大阪市中心部を見る。北に舞州越しに六甲山，阪神間住宅地を見る。西方向は大阪湾に開

かれ明石架橋，淡路島を見る。南は新島越しに大阪湾南部を見ることとなる。 

B） 海浜リゾート型都市形成：人工海浜エコポートを中心として海浜リゾート型都市の形成が可能で

ある。 

C） 交通至便性：大阪市内中心部から地下鉄で 30 分以内で到着できる良好な新規住宅地が形成でき

る。大阪市中心部より約 20－25 分、新大阪駅まで約 45－50 分で鉄道によりアクセスできる。阪

神高速湾岸線利用により関西空港まで約 30 分でアクセスできる。ユニバーサルスタジオとも約

20－25 分程度である。コスモススクエア地区，大阪港とは約 10 分で結ばれる。 

D） 集客性：現在コスモスクエア地区には年間 900 万人が訪れている。また年間 1000 万人を超える

集客力のユニバーサルスタジオとも結ばれるので相乗効果が期待される。又舞洲地区スポーツア

イランドとも連繋する。 

4）理念の反映 

① 市民の理念：住み，働き，遊べるまちとする。地球市民。国際社会に開かれた社会形成を考える。市

民参加型の地縁的地域社会の育成を図る。生涯学習のためのアメニティ性の高い図書館やマルチメデ

ィア対応型のコミュニティセンタ－を設置する。また先端技術の進化に即した変化を受け止める市民

サービスを行う環境の形成を図る。国際学校や全寮制教育施設のような高度教育機関を生み出す。２

４時間海と共にある生活環境を通じて都市生活の楽しさが実感出来る都市を形成する。 

② 福祉の理念：ヒューマンスケールの町とする。ユニバーサルな都市を創る。歩行者，自転車ネットワ

ーク優先型の都市。段差のない都市。高齢者を始め誰もが安心して住める町。健康保健施設・老人施

設の充実を図る。病院設置を考慮する。福祉志向のバスのネットワークを充実する。又、子育て環境

充実のための保育所等を配置する。 

③ 文化の理念：豊な自然環境を実感できる環境づくりを図る。都市中心核としての夢洲湖，湖に始まる

リバーサイドウォーク，2 つの緩やかな低い樹木に囲まれた丘，3 つの直線状緑地，ヨットハーバー，

海浜緑地。これらが豊な人々に安らぎをもたらす文化的環境の基本となる。また具体的な地域の文化

活動を支える屋内屋外双方の文化施設の充実が求められる。アーティストインレジデンスのような芸

術家滞在型の施設を作る。町に芸術の香りを生む。同時に芸術が生み出す経済的効果も長期的視野に

入れる。大阪にかつて存在した商家の移転あるいは新規形成を行い歴史性を獲得する。リゾート施設

利用者等の非居住者への配慮も行い集客都市としての充実を行う。 

④ 地域環境の理念：良好な都市景観を各地区の潜在的可能性に合わせて形成する。東西軸を１０度北に傾

けた直行グリッドを基本とする街区形成を行う。200Mを単位とする車交通ブロックと 100Mを単位とする歩行

者ブロックを基本として街区の売却自由度（１ｈａ－４ｈａ）を念頭に置いた街区構成とする。又、地下鉄予定

線上にニューヨークのブロードウェイの役割を与え、都市回遊を促進する街路とする。地区内におけるオリ

エンテーションが明確なサイン計画を行う。住，商，業務，遊の機能複合による熟成型都市形成を目指す。

認知しやすく活動容易な都市を目指す。同時に２００年の存続を想定した都市インフラを内包させる。 

⑤ 地球環境の理念：環境共生・循環型社会を計画に取り込む。自然循環、エネルギー循環、モノ循環をハイブ

リッドに捉え、図る。温暖化防止のための新エネルギー利用，省エネルギー型都市の構築。省資源を目指

す，サービス重視型ライフスタイルの構築。ゼロエミッションを目指し人工物再資源化システムを構築する。

緑地形成による CO2 固定・自然再現。食糧の 1 部自給を目指す自然農地および水耕農法農業施設設置。

“バイオスフィア大阪”として閉鎖循環型自然環境研究教育施設を設ける。 

⑥ 危機管理の理念：地震を始めとする自然災害，地球環境問題悪化に伴う気象異変，社会環境の変化等が

予測される。人為的災害についてもテロや犯罪行為をも念頭におく。非常時に対応する危機管理施設の充

実をはかる。又コンテナ基地と居住施設が共存することによる環境阻害を克服する配慮を行う。危険性に対

する予防的配慮と対応的施設を形成する。又緊急時用のヘリポートを設置する。 

⑦ 情報管理の理念：高速ブロードバンドを全施設に投入。新規施設の需要にこたえる。ベンチャー企業から大

規模企業，住宅にいたるまで国際 IT環境と同レベルとする。教育・管理システムの充実を同時に図る。マル

チメディアからヒューマンメディアへを実践する。 

⑧ 財政の理念：長期的広域的視野に立つ税収入を考える。定住者＋来訪者が長期的に増幅する都市を目指

す。PFI，あるいは証券化のような行政と民間のハイブリッドな手法を利用する。 
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001       象山  聖域復活PROGRAM 



TOKYO URBAN SEA RESORT  
& 

 BIOMAS SOCIETY 

お台場･青海 

臨海副都心バイオマス循環型社会実証ゾーン 

 

KEYWORDS 

太陽･海・水･緑 

光合成・ＣＯ2固定・バイオマス循環型社会 

都市型農林水産業をバイオマス産業へ 

食料・バイオマス素材・バイオマスエネルギー 

生命体利用・非化石素材・現地調達エネルギー・水・熱利用 

地域社会空間参加型AMENITY構築 

泳げる東京湾・手に取り食べれる安全な農作物魚類・酸素の林 

URBAN SEA RESORT 



TOKYO URBAN SEA RESORT & BIOMAS SOCIETY 

お台場･青海 

臨海副都心バイオマス循環型社会実証ゾーン 

皇居 

新宿 
東京駅周辺 

品川 

六本木 
渋谷 

新橋 

お台場 

青海 
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１ 

TOKYO SEASIDE CANAL  

REBORN PROJECT 2007 

TOKYO FISH LOVE 

PROJECT Ⅱ 



青海 

TOKYO SEASIDE FARMによる 

食料・バイオマス素材・バイオマスエネルギー 

社会実証ゾーン 

TOKYO URBAN SEA 
RESORT & BIOMAS 

臨海副都心バイオマス循環
型社会実証ゾーン 

お台場 

TOKYO SEA FARMによる 

TOKYO URBAN SEA RESORT 

実証ゾーン 
KEYWORDS 

URBAN SEA RESORT 

バイオマス循環型社会 

都市型農林水産業 

食料・バイオマス素材・バ
イオマスエネルギー・生命

体利用非化石・ 

地域社会空間AMENITY 



TOKYO FISH EYE= TOKYO FISH LOVE 

お台場が、人が泳ぎ、魚が戯れる場に浄化進化させる 

SEA FARMの進化形として、形状と機能を更新する 

構造体：再生鉄鋼スラグ、浮体内蔵、特殊メッシュ 

設備：マイクロバブル発生装置、光ファイバー, 

LED照明、太陽光発電2KVA＊必要数 

噴水＝海中ばっき装置 

嫌気性バクテリア：EM菌等 

植物系生物：藻類・植物プランクトン 

動物系生物：魚類・かに類･貝類･動物プランクトンその他 

お台場  TOKYO FISH LOVE  

 

“TOKYO FISH EYE”  =    “TOKYO FISH LOVE”  

TOKYO URBAN SEA RESORT 実証ゾーン 



お台場 
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TOKYO  

URBAN SEA 

RESORT  

実証ゾーン 

TOKYO FISH LOVE PROJECT 



青海 
TOKYO CULTURE FARM  

食料・バイオマス素材・バイオマスエネルギー 社会実証ゾーン 

TOKYO SEASIDE FARM=TOKYO CULTURE FARM 
臨海副都心バイオマス回廊とする 
青海とお台場を結び、人が楽しむバイオマス社会である都市型農林水産業の姿を提示し、利用可能とする 
食料＋素材（バイオマスプラスティク、薬等）＋バイオマスエネルギー（エタノ－ル、酒類） 
SEASIDE FARMの進化形として、形状と機能を更新する（W=72M H=20M=12+6+4 D=30M=12+9*2） 
構造体等：木造集成材＋RC造・外皮膜 ETFE２重被覆 ガラス等 
設備：太陽光発電、太陽熱給湯器、現地調達型バイオマス利用コージェネ型熱＋発電蓄電装置、空調換気
ヒートパイプ、マイクロバブル発生装置、LED照明、太陽光発電90KVA、雨水貯蓄・雨水循環設備、農業設備
（液肥循環・）、モニタリング装置、エレベーター４基 
栽培植物：サツマイモ、トマト、葉菜類、薬草、花卉類、エタノール原料 
面積等：本体H12M D12M W45M 地上6Mに設置。地上；インフォメイション展示特殊栽培。延べ6000M2 



青海 
 

TOKYO SEASIDE FARM 
= 

TOKYO CULTURE 
FARM  

食料・バイオマス素材・ 

バイオマスエネルギー 
社会実証ゾーン 

都市インフラとしての植物培養機 

IMAGE MODEL 

臨海副都心バイオマス回廊 

TOKYO CULTURE FARM 

TOKYO FISH EYE 

TOKYO FISH LOVE 



TOKYO FISH LOVE PROJECT 

A：お台場 project 
 
 

 
TOKYO FISH LOVE PROJECT は、 

首都東京都の海域およびそれに繋がる水域に 
共通基礎技術として１；マイクロバブル ２；炭素繊維 ３；バクテリアを使用する。 

これらを装置とともに利用し、 
A；お台場project として生物回帰促進装置 (FISH FARM)   

 
そして魚類の住める良好な環境、水質が向上した快適な環境を形成しようとするものである。 

 
KEYWORD 

太陽･海・水･緑光合成・ＣＯ2固定・ 
マイクロバブル・炭素繊維・バクテリア・生命体利用・ 
多様な生物回帰・水域浄化・魚と泳げる東京湾・ 

地域社会空間参加型AMENITY構築 
 

TOKYO URBAN SEA RESORT 



お台場 

生物回帰促進装置 (FISH 
FARM) 1基をお台場に設置する。  

KEYWORDS 

URBAN SEA RESORT 

バイオマス循環型社会 

都市型水産業 

食料・生命体利用地域
社会空間AMENITY 



お台場海浜公園 位
置図 



TOKYO FISH FARM 

お台場を、人が泳ぎ、魚が戯れる場に浄化進化させる 

SEA FARMの進化形として、形状と機能を更新する 

 
平面Φ 6,600 海中高さ3,000 

 
素材 

上部本体；発泡ポリプロピレンもしくは炭素繊維(内部空気層)等加工。 
下部藻場；ひも状炭素繊維 

（藻類・植物動物プランクトンを繁殖させ、魚類を呼ぶ藻場） 
固定用アンカー；アッシュクリート（石炭灰を固化した高強度コンクリート。） 

ステンレスワイヤー及び緩衝用スプリング。 
 

マイクロバブル発生装置；上部本体下層に１基を内蔵搭載 
（電源：商用電力 海浜より導入） 

 
光ファイバー；上部本体に内蔵（下部藻場、ひも状炭素繊維部を照射） 
LED；上部本体下層に設置。（下部藻場、ひも状炭素繊維部を照射） 

 
バクテリア：バイオコロニー 

 
植物系生物：藻類・植物プランクトン 

動物系生物：魚類・かに類･貝類･動物プランクトンその他 

お台場  TOKYO FISH LOVE  実証ゾーン 



“TOKYO FISH LOVE” 

 

お台場 
 

実証ゾーン 

TOKYO FISH FARM 

設置予定箇所 

 

 

 

 

 

TOKYO  

URBAN SEA RESORT 

TOKYO FISH FARM 



海岸 

商用電力
供給 

＋太陽光
発電 

水深約
5M 

SMB-super micro 

bubble 

商用電力等 供
給図 

光ファイバー･LED照明 

外皮：炭素繊維 or 発泡ポリプロピレン 

ひも状炭素繊維：L140cmW40cmムカデ
型 



基本図１ 

6,600 
1

,5
0

0
 

1
,5

0
0

 

SMB-super micro bubble内
臓 着脱 

アッシュクリー
ト  
W/D=1000,H=

500 

光ファイバー･LED照
明 



基本図2 



基本図3 



基本図4 



                                 外皮：発泡ポリプロレン等 T=10MM 

ひも状炭素繊維：L140cmW40cmムカデ型   光ファイバー･LED照明 

SMB 内臓  着脱 



魚侵入口 

W=400 

H=600 

SMB 内臓  着脱 
SMB 吹出口  海水吸込み口 

アッシュクリー
ト  
W/D=1000,H=

500 



海中見上
げ図 

ひも状炭素
繊維
L140cm    
 1方向； 
長さ，2.2m。 
西陣帯タイ
プ 
＠30㎝  
8本設置。 
23方向。  
総本数； 
8＊23＊2 
＝368本 



ひも状炭素繊維L140cm  修正前L3000図面  

 1方向；長さ，2.2m。西陣帯タイプ＠30㎝ 8本設置。23方向。  

総本数；8＊23＊2＝368本      

               

アッシュクリート  W/D=1000,H=500 

ひも状炭素繊維 アッシュクリート配置図 



20070908 

お台場海浜公園現況写真･藻類のいない海･願望としての
URBAN SEA RESORT  



AIR BREEZE 

三島PROJECT 20081128 

 
連絡先： 

ＮＰＯ法人 エコデザインネットワーク  
559-0034  大阪市住之江区南港北２-１-１０ＡＴＣ／ＩＴＭ棟11Ｆ  

TEL:06-6615-5272  FAX:06-6613-7890  mail:info@eco-design.net  http://www.eco-
design.net 

 
 
 

協力： 
 （社）生産技術振興協会  サラヤ株式会社   株式会社アーバンガウス研究所  太陽工業株式会社  京都市立芸術大学 池上俊郎研究室 

Toshiroh IKEGAMI 
npo ECO-DESIGN NETWORK 理事長  

URBANGAUSS 研究所   www.urbangauss.com 
連絡先 ph0662045565 fax0662040778 info@urbangauss.com  ikegami@kcua.ac.jp 

mailto:info@eco-design.net
mailto:info@eco-design.net
mailto:info@eco-design.net
http://www.eco-design.net/
http://www.eco-design.net/
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“AIRBREEZE ”  

高さ3,42m 幅36cm 奥行き42cm  

 

消費電力：発光効率の良いLED利用、蛍光灯
比約80％減少  

電源：１００ボルト交流 

発光：光の色・強弱を変幻自在に大きな面でコ
ンピュータープログラムにより、表現 

 

環境負荷を縮小 “地球温暖化対策への貢献 

素材の長寿命化(ステンレス製筐体など) 

製作から使用終了までのライフサイクルを配
慮 

製造時エネルギーの減少 特殊な気体の不使
用 省電力化  

寿命の長い素材採用  再資源化の容易な素
材使用  

 LEDの3-4万時間の長寿命性、毎日６時間使
用１５年間発光 

メンテナンスの容易性 

3
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2
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1
, 
2
0
0
 

2
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0
0

 

W=360 

D=420 



ろうそくのような形状。 

高さ3.42m幅36cm奥行き
42cm。 

下部1.2mは光が漏れるよう

にパンチングメタルで覆われ
た直方体。 

上部の2.2mが照明装置の中
心部。 

ろうそくの火のような紡錘形
側面。  
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W=360 

D=420 



大型化・放熱増加・エネルギーロス発生・効率減少の
課題 

豊かな光の演出を数多くのＲＧＢ(アールジービー・レッ
ド・グリーン・ブルー) 発光状態を効率よく変化させる複
雑な制御プログラムの回路設計 

技術的課題を克服し、照明効果エネルギー効率の高
い器具   



本来直進性があるLEDの発光
を、 

多層のプリズム効果を利用し
干渉。 

相乗効果により霧状に発光。 

上部 LED発
光部 

下部 LED発
光部 

内部：瓢箪型のア
クリル  

外部：耐候性ポリカーボ
ネート  



AIRBREEZE：高さ3,42mの低い位置から全体発光。 

中心的発光部分は人間の目線の位置。 

「照らす」最低限の機能から形状・目線位地・彩（いろどり）を生む。 

風のささやきをイメージする光のオブジェ。心地よい視認性創造。 

現代彫刻のような形状に、和式行燈（あんどん）効果。都市景観に特徴的な光のシンフォニー 創造。 



上部消費電力： 

R赤12W、G緑28W、B青18W 白色
時58W 

下部消費電力：  

R赤2W、G緑3W、B青2W白色時7W 

上下総計66w  

 

40w蛍光灯1.5本分電力使用により、 

40w蛍光灯上部8本下部1本計9本分
に対応  

 

光源交換：LED；毎日６時間使用１５
年使用可能。 

交換手間9分の1。  参考一般蛍光
灯；２年使用 

 

点灯時の省エネ効果＋光源交換人
件費・エネルギーの削減可能。 

少ない電力で、幻想的な光の演出  

40w蛍光灯 
1.5本： 9本 



照明電力: 太陽光発電を利用し、電気を電力会社に売却、夜間に買い
取ります。       昼間の太陽光を夜間街灯の明かりに変換し、環

境負荷の削減を図ります。 

昼間太陽光発電＝夜間街
灯照明 



東海道三島宿問屋場跡周辺商業モール? 

三石神社 広小路商業地域 

源兵衛川流域歩行 地域 

水辺の文学碑 水上通 桜川 

白滝公園  

菰池公園  

水上の小道 桜川  

三島駅  

バスルート 

AIRBREEZE 設置位置検討図 

三島市内シンボリック空間と相互ネットワー
クの検討(湧水空間･公園･河川・駅・商
業ゾーン) 

歩行者経路検討。水辺･街路。 

利用頻度の高いバスルートとの相関関係 



楽寿園  三嶋大社  

東海道三島宿問屋場跡周辺商業モール? 

水辺の文学碑 水上通 桜川 

白滝公園  

水上の小道 桜川  



白滝公園  



愛染坂から 白滝公園 入口 夜間IMAGE 



白滝公園内部 １   夜間IMAGE 



1-a1 

2-a2 

3-a3 

4-a4 

5-b1 

6-b2 

5-b1 

7-a5 9-b3 

8-c1 

10-d3 

11-a6 12-a7 

INDEX  1-a1  

1(本数)-a(現況街灯種別)1 (現況街灯本数) 

a：3球街灯H3M 

b ：角形H6M 

c ：球形H5M 

d ：upperH5M 

e ： 3球街灯H3M 

1-e1 
1-e2 

1-e3 

1-e4 

1-e5 

1-e6 

1-e7 

1-e8 

水辺の文学碑  

水上通 桜川 

白滝公園  

白滝公園  

水辺の文学碑 水上通 桜川 

現況街灯位置図 

及びAIRBREEZE設置対象
地図 







白熱球をLEDに変更
する 







AIRBREEZE 配置検討 










